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戦前のわが国の女子体育教師の教育に関する研究

掛水通子

I 研究目的

本研究者は女子体育教師の変遷に関して，文部省

や学校等の文書史料，雑誌等の文献史料を用いて女

子体育教師養成機関の比較研究，女学校の体育指導

者，女子の体操科教員免許状取得者などについて報

告してきた。史料収集するなかて‘ヽ，教育現場て‘‘教育

に当たった女子体育教師自らにより文字て残された，

教育の実際に関する史料は非常に少ないことが明か

になった。

従来の体育史研究は文書史料研究が中心てあった

が，質問紙による史料の史料価値についても検討さ

れ，質間紙調査は文書史料の欠を補う意味て‘‘の史料

価値を認めることがて‘‘きるのみならず，文書史料が

十分な場合て‘も， その補強の意味て‘‘の史料価値を認

めることがて‘‘きるとされている。 したがって，文書

史料の収集に努めると共に，生存している女子体育

教師から質問紙により史料を収集し，残しておく必

要があるのてある。

本研究て‘‘は，生存する戦前の女子体育教師に対す

る教師歴，教育内容，女子体育教師に対する評価，

思い出等の調査から史料を収集すると共に女子体育

教師の教育の実際を明かにし，定説との関連につい

ても検討することを目的とする。

II 研究方法

(1) 調査対象

本学の前身て‘‘ある私立東京女子体操音楽学校（以

下音体と略す）の卒業生1)のうち，回答可能と思わ

れるもの2)を対象とした。 1923（大正12)年 3月の28

期卒業から1946（昭和21)年3月の最終期て‘‘ある51期

卒業まての24期にわたる 154名の卒業生から調査用紙

を回収したが， そのうち21名は病気，高齢等の理由

て‘‘回答を辞退するものてあったのて‘‘,133名の回答に

ついて検討した。その際，回答者全体，あるいは五

期に区分した卒業年別叫こ検討した。これらの卒業生

は戦前のみの女子体育教師というわけてはないのて‘

題目が不適切な面もあると思われるが，史料収集の

都合上，得た回答から戦前を中心として考察する。

(2) 調査方法と調査期 H

郵送による質問紙調査を1993（平成 5)年11月に

実施した。回収率は52.4%，有効回答率は45.2％て‘‘

あった。

(3) 調査内容および処理方法

質問項目は教師歴，受け持ち教科，教育内容，女

子体育教師の評価，思い出などの19項目てあった。

その内，教育内容，女子体育教師の評価，思い出な

どの 7項目は自由記述，他は選択肢により回答を求

めた。自由記述て‘求めた回答も傾向を捉えるためカ

テゴリー化し分析した（本稿IIIの2, 3, 4)。本稿

ては自由記述の部分は事例を挙げながら検討する。

特別な場合を除いて，回答者の中ての傾向を考察し

た。

III 結果と考察

1.教師歴

(1) 勤務年数

①全勤務年数，教職年数，体育教師年数

教職に限らない全勤務年数は平均25.7年， そのな

かの教職年数は平均25.5年，体育教師年数は平均
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図 I 卒業年別体育教師年数（％）

（私立東京女子体操音楽学校卒業生への1993年II月の調査による）

22.5年て‘‘あった。職業生活のほとんどを体育教師と

して過こ｀したことがわかる。しかし， 5年刻みて‘‘見

るとそれぞれ最も多くを占めるのは 5年以下て‘‘あり，

次いて‘41年から45年てあった。早く辞めるか，最後

まて‘勤めるかの両端が多いことがわかる。

②卒業年別体育教師年数

五期に区分した卒業年別に体育教師年数を見ると，

図 1に示したようにどの卒業年も体育教師年数が分

散している。最も多い 5年以下は21％て‘‘ある。戦中，

戦直後は 5年以下が最も多い。一方， 41年以上が合

計17.4%もある。個人によって様々な事情があり，

勤続の長短はまちまちて‘‘ある。前報4)て報告したよう

に， この当時の卒業生のほとんどは卒業直後教師と

なっているから，他の職業との勤務年数の比較はて‘‘

きない。その後の職業の多様化により，民間事務職・

而業等に就いた本学の卒業生は 5年未満て‘‘32%, 10 

年未満て‘‘76％が職を離れているのて‘，体育教師年数

の平均22.5年は，長いとみなして良いてあろう。

(2) 受け持ち教科

図 2に示したように全体ては「体育（体操，体錬，

保健体育）のみ」を受け持ったものが39.1%，次い

て‘‘「体育と音楽」の37.6%, 「体育，音楽とさらに他

科も」が15.0%, 「体育に加えて音楽以外の教科」が

6.0%, 「音楽のみ」が1.5％てあった。したがって，

「体育のみ」は約四割のみて‘，六割近くのものが「体

育に併せて他の教科」を受け持ったことがあること

になる。昭和に入ってからの卒業生は「体育と音楽

以外の教科」を受け持つものは次第に減少し，昭和

戦前III期以後「体育のみ」の担当が増えた。

「体育と音楽以外の受け持ち教科」は実数て‘‘作法

(8人），理科，家庭科 (7人），習字 (6人），国語

(5人），家事，英語，裁縫，手芸(3人），図画(2

人），数学，地歴，修身，割烹 (1人）と多岐にわた

っている。

戦前の女子体育教員養成機関て‘‘は，二教科を修め

ていたのは本学のみてはなかった。女高師の国語体

操専修科は国語と体操を，第六臨時教員養成所体操

家事科は体操と家事をといった具合て‘‘ある。体育と

音楽は密接に結びついた教科て‘‘，当時の体操，遊戯

の伴奏には音楽が不可欠て‘あったという意味がある。
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図 2 卒業年別受け持ち教科（％）

（私立東京女子体操音楽学校卒業生への1993年11月の調査による）
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図3 教師生活の最後まで体育を教えたか(%)

（私立東京女子体操音楽学校卒業生への 1993年11月の調査による）

そのほかに，一つは教養のためてあり，一つは女教

師が就職する女学校て‘‘は二教科以上受け持てる方が

好都合てあったからてある。

(3) 最後まて‘‘体育教師を勤めたか，他科へ転じた理由

図 3に示したように， 87％が「教師生活の最後ま

て‘‘」体育教師を勤め， 13％が「途中て‘‘他教科」に移

っている。卒業年別にみると昭和12年以降て‘‘は91%

以上が最後まて‘‘勤めている。他科へ転じた理由は，

他教科を教えたくなったから (4人），病気や怪我の

ため (3人），学校の都合て‘‘(3人），身体がつらく

なって (1人）などて‘‘あった。

昭和13年に，当時体育界の第一人者て‘‘東京高師教

授の大谷は女子体育教師の不足の理由を，「卒業した

者が皆家事ばかり行って， これ迄数百人体操科の方

を出て居るのて‘‘すが，現に体育をやっている人は此

の片手を屈する程しかないてす。（中略）体操が嫌だ

から家事の方へ移って行くのて‘‘す。 5)」と述べている。

このように体操が移ったのは第六臨教体操家事科の

卒業生てあって，音体出身の女子体育教師にはあて

はまらないことが明かとなった。

(4) 勤務校

①学校種類

教師として勤務経験のある学校は図 4に示したよ

うに，旧制度校て‘‘は高等女学校が91.1%，師範学校

が11.4%，実科高女が10.6%，新制度校て‘‘は高校43.9

％，中学33.3%，短期大学10.6%，大学8.1％などて‘‘

ある。主として中等教育を担ってきたのてある。

経験した学校種類は一人て二種類が35.3％て最も

多く，一種類と三種類が25.4％てこれに次ぎ四種類

が11.5％てあり，六種類が最高てあった。旧制から

新制に移ったことにより種類数を増している。

②学校数

学校数は学校種類より多くなっている。三校(20.0

%），四校(18.2%），二校(17.3%），六校(13.6%),

ー校 (10.9%），五校 (10.0%）の順てあり，八校以

上も 3.6％あった。

(5) 卒業後の研修や講習への参加

「周校以外の開催した講習会・研修会」に76.4%

が参加している。母校以外として，文部省や県や女

高師の主催の講習会を挙げている。「母校の講習会」
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図4 体育教師を勤めた学校（％・複数回答）

（私立東京女子体操音楽学校卒業生への 1993年11月の調査による）
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図 5 体育教師初期の頃の担当授業中のダンス担当の割合（％）

（私立東京女子体操音楽学校卒業生への 1993年11月の調査による）
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には60.9％が参加している。双方ともダンスの講習

会が多い。運動会の花形てあったダンスを講習会て‘‘

習ってくるという場合がみられる。外国留学，進学

が二名ずつあり，「特に何もしなかった」を選択した

者も 10.9％あった。

(6) 経験した役職

教科主任 (49.5%），寮監 (38.7%），生徒指導主

任 (31.2%），学年主任 (21.5%）等の経験がみられ

る。校長，副校長の経験者も僅かてはあるが見られ

た。寮監，生徒指導主任が多くみられるのは女子体

育教師の特色てあろう。

2. ダンスの担当と

「女子体育は女子の手で」

(1) ダンスの担当

①担当授業中のダンスの担当割合

体育教師の初期，中期，末期の自分の受け持ち時

間中，ダンス（行進遊戯，唱歌遊戯）を担当した割

合をたずねた。各期とも大きな違いはなかった。図

5は体育教師初期の頃のダンス担当の割合てある。

全体ては31％が全部， 22％が全部まてはいかないが

半分以上， 23％が半分ぐらいダンスを担当していた

ことがわかる。卒業年別にみると，全部ダンスてあ

った者は昭和戦前 I期 (2-6年）卒の64％を最高

にして，以後減少し続け，昭和戦中・戦直後 (17-

21年）には19%となった6)。戦前においては「全部」

と「半分以上」を合わせて， 60から71％の者が主と

してダンスを教えていたことになる。およそ八，九

割は「半分ぐらい」以上ダンスを教えていたことに

なるのてある。それが戦中・戦直後には減少する。

これはわが国の女子体育の内容の変化を示している。

高等女学校におけるダンス関係の教材は，大正15

年の改正学校教授要目においては，遊戯及競技中に

「行進遊戯」として歩行演習と 7作品示され，昭和

11年の第二次改正学校教授要Hにおいては，遊戯及

競技中に「唱歌遊戯及行進遊戯」として基本練習に

加えて，唱歌遊戯 7作品，行進遊戯15作品示されて

いた。 ところが，昭和19年の中等学校体錬科教授要

目（女子中等学校）においては体錬科体操中の「音

楽運動」は，教材は減少し，内容には軍国的作品も

含まれてはいたが，基本歩法が中心て‘体操化の傾向

を示していった。

戦前においては，女子体育教師の受け持ち時間は

ダンス作品を教えることを中心としていたことが，

女子体育教師はダンスの先生てあるとみなされがち

てあった理由て‘‘あった。

②ダンス以外の担当種目

ダンス以外に担当したことのある種目全部を複数

回答て‘‘たずねた。その担当時期はたずねなかったの

て］戦前とは限らない。図 6に示すように，徒手体

操が82.6％て‘‘最も多く，次いて‘ヽ ，球技，器械運動，

水泳まて‘‘が約半数以上が担当した種目て‘‘ある。 した

がって女子体育教師はダンス以外ては徒手体操を担

当することが多かったということがわかる。

(2)「女子体育は女子の手て‘」に対する意見

「あなたの経験から『女子の体育指導は女子の体

育指導者の手によるべき』と思いますか。」とたずね

た。五つの選択肢から回答を選んだうえて‘‘その理由

の記入を求めた。女子体育教師を経験した結果，現
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図 6 ダンス以外の担当種目（％）

（私立東京女子体操音楽学校卒業生への 1993年11月の調査による）

在はどう思うかということて‘‘ある。

図 7に示したように，「全て女子指導者によるべき」

は，昭和戦前 I期 (2-6年）が31％て最も高く，

全体て‘‘は15％にすぎなかった。明治36年の高等女学

校教授要目て‘,「女生徒の体操はなるべく女教員が教

えるべき」と示され， その後も一貫してこの考え方

は受け継がれてきていた。昭和5年の体育運動審議会

ても，「女子の体育運動は女子の指導者に依るを適当

とするを以て女子指導者養成を一層十分ならしむる

こと 7)」と文部大臣に答申していたし，戦後になって

昭和22年の学校体育指導要綱て‘‘も「中学校以上の女

子の指導にはなるべく女子があたるようにする。」と

示される。しかし，指導にあたってきた女子体育教

師は「全て」とは考えなかった者が多いということ

になる。「全て女子指導者によるべき」を選択した理

由と9 しては，「女子の身体は女子が理解てきる」，「礼

儀作法指導上」，「女性らしさ，線の美しさは女子が」，

「女生徒は男子教師を巽性として捉える」，「男子は

女子を厳しく指導て‘‘きないから」などが述べられて

いる。例えば， 36期（昭和 6年 3月）卒の広瀬ぎぬ

は「女性には女性特有の体格，生理等があるのて‘‘女

子体育指導者の方がふさわしいと思、う。」と述べてい

る。

最も多くの者が選択したのは「女性らしいダンス

などは女子指導者によるべき」てある。全体て‘‘は52

％てあるが，卒業年別にみると，大正，昭和戦前 I

期 (2-6年）には「全て」を選択した者が他の時

代より多かった分だけ， これを選択した者は他の時
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譴吼目 36) (SA) 且麟慮［貶9醤迄暑羨t[ 開]〗『9 ド？他の I
末ム、

大軌
註ごt 芦訊尋：和：；必：和：高：競：高：和：；：高：森：•I、`｀｀と恥＼，

昭 0戟煎 I其(2-6)
f (12-15）牛（要 芦一忍二雪：·：t:t•兄：•：38•X•:•X•:1•:4、\\\\\＼\、3&\\``‘I

六 1 31声：ャ：•汗：；ヽ：•X•:4、饂＼｀｀峠＼｀｀｀
昭和戟即Il]（7-1:r:；：和：高：高：源：喝：心：心：•：必：如＼＼｀｀｀＼隣＼｀｀｀｀耀賛悶m祉(12-16)卒饂湛：；：；5:況：況：況：；：高：磁：芯：む：和：心：高：；1、＼＼ゞ‘ 渾

、観直後(17-21眉亘1信疇：恐：必；森；森：科：も魯：；：必：和；森；況：か＼ヽ 1で、寸11糾II

7
8
6
8
2
3
 

n
↓

1
1
1
1
2
5
 

図 7 女子の体育指導は女子の指導者によるべきか(%)

（私立東京女子体操音楽学校卒業生への 1993年11月の調査による）
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代より少ない。昭和戦前II期 (7-11年）以降は半

数以上，特に，昭和戦前III期 (12-16年）が最大て‘‘

64％の者がこれを選択している。その理由としては，

総じて「女性と男性の特性を生かし，ダンスは女子

が担当し，陸上競技や武道等その他は男子が」とい

うものてあり，「実際にそのようにしてきて大変良か

った。」というのてある。例えば， 39期（昭和 9年 3

月）卒の薄井磯子は「大きい学校て‘は男子指導者と

共にそれぞれ，特臭性を生かして，分担指導した方

がよろしいと思った。」， 44期（昭和14年 3月）卒の

西沢たみは「共有（男女教師）が望ましいと思いま

す。各自の特長を生かし体育教育に於いてもハーモ

ニーが生まれます。」， 47期（昭和17年 3月）卒の別

所秀子は「女性教師の特徴てあるダンスは男子には

指導が出来ない。又，女性の生きがいと思う。」， 50

期（昭和20年 3月）卒の西島幸子は「ダンス等は女

子指導者が適任て‘‘あると思う。また，陸上競技やハ

ードな球技は男子指導者て‘‘女子を鍛えた方が充実す

る。」と述べている。

こうして，女子体育教師がダンスを生きがいとし，

ダンス教師となってしまったことは，次て‘述べるよ

うに女子体育教師の数が少なかったのて‘‘やむをえな

い面もある。しかし，「女子体育は女子の手て‘‘」が理

想とされながら， それを定着させることがてきず，

「ダンスは女子の手て‘‘」にしてしまった原因の一つ

になるのて‘‘ある見

「女子指導者ても男子指導者ても良い」は全体て‘‘

は28％てある。卒業年別にみると，大正期以後昭和

戦前II期 (7-11年）まて‘‘漸増し50％に逹した後再

び減少し，戦中・戦直後には17%となる。この理由

は，総じて「性別により区別するのてはなく，個人

の熱意や，力量による」とするものてある。例えば，

32期（昭和 2年 3月）卒の片岡敏は「指導者の熱意

による。私逹の頃のダンス講習会は主として男子講

師て‘‘あった。」， 36期（昭和 6年 3月）卒の加納冨美

子は「真の指導力があれば区別の必要なし」， 48期（昭

和18年 3月）卒の中山京は「女子の体育指導に力量

を持っている男子の指導者もいると考えます。」と述

べている。

「その他」は 4％あったが， その理由は前項とほ

ぼ同様て‘,「性別にこだわらない」というものてある。

49期（昭和19年 3月）卒の細岡徳は「指導者が全て

の指導力を持っているとは限らないのて‘‘体育教科て‘‘

話し合い，性別にこだわることなく協力し合うのが

良いのてはないて‘‘しょうか。」と述べている。

「男子指導者によるべ苔」は皆無て‘‘あった。性別

にこだわらない場合もあるが，全員が女子体育教師

は必要と考えていることになる。

体育教師初期の頃のダンス担当の割合別にみると，

図 8に示したように，ダンス担当割合が低い方が「女

性らしいダンスは女子指導者によるべき」が，やや

低い傾向があった。自分て‘、ダンスを受け持ったもの

の方が「女性らしいダンスは女子指導者によるべき」

と考える傾向にあることになる。

(3) 勤務校の体育教師数と女子体育教師数

覚えている範囲て‘‘勤務校の全体育教師数とそのう

ちの女子体育教師の数をたずねた。体育教師数は次

第に増加している。昭和22年以降は新制度となり男

女共学校も現れたのて‘ヽ，生徒には男子も合まれてい

ることもあるが，それ以前は女子のみの学校て‘ある。

口三三 31) の のにベヽ(SA) 5カテ］‘<リー
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図 8 ダンスの担当割合別女子の体育指導は女子の体育指導者によるぺきか（％）

（私立東京女子体操音楽学校卒業生への 1993年II月の調査による）
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図 9 教え方の工夫（％）

（私立東京女子体操音楽学校卒業生への 1993年II月の調査による）

大正は記述不足なのて‘‘除外し，昭和22年以前て‘‘は，

ー校二人がどの年代て‘‘も最も多い。昭和元年から 10

年ては46.2%, 11年から 15年ては53.5％が二人てあ

る。旧制度期においては三人がそれに次ぐ。女教師

数は，昭和51年まて最も多いのは一校一人てある。

一人の割合は昭和元年から 10年ては76.7%，昭和11

年から 15年ては71.8%，昭和16年から21年ては61.3 

％と次第に減少していく。女子体育教師は旧制度期

においては， どの年代も一人，二人，三人の順てあ

り，三人は10％以下てある。昭和12年 6月から 13年

3月の間に全国の中等学校の教員数を調査した， f本

育研究所の永田の報告ては全国の女学校の一校平均

体育教師は1.79人て‘‘女子体育教師は0.73人て‘‘ある 9)。

この報告ては女教員数のいない学校も含まれている

が，今回の調査て‘‘は，最低一人は卒業生本人がいる

のて］女子体育教師数の平均は昭和元年から昭和15

年まては1.31人，昭和16年から 21年まては1.46人と

なっている。

3.教育について

授業てのエ夫（教え方，教材，体操服，生理時の

体育授業），「嬉しかった時」，「つらかった時」，およ

び，「苦労した事」について自由記述て‘回答を求めた。

これを意味から分類しカテゴリー化し傾向を捉えた。

したがって，同じカテゴリーにあっても書かれた表

現の仕方は異なる場合がある。「嬉しかった時」は一

人て多くの事を書いている場合が多かったのて‘ヽ，複

数回答とし他は単数回答として扱った。ここて‘‘は以

下の項目について自由記述例を挙げながら述べる。

(1) 教え方のエ夫

図9に示したように，全体ては回答者の34％てあ

り， どの卒業期においても，最も多いのが「ダンス

についての工夫」に関する事てある。ダンスが女子

体育教師に最も研究されていたことを表している。

例えば，昭和 1年から 6年の島根県立今市衛等女学

校てのことを30期（大正14年 3月）卒の鈴木トメは

「ダンスの指導について（当時レコードなどなく，

ピアノー台自分て‘‘弾きながら教えた） 1.先ず，教

えるものを自演して見せる一生徒に意欲を持たせる，

希望も。 2. 次に一節ずつ分けて覚えさせる。 3.

最後に続けてマーチに合わせて踊らせる。大切なこ

とは一番だと思うが友逹にも話したことがあるが，

なかなか自信がなくてはてきないと。それは自信を

持っていたから」と述べている。戦前はこのように

作品を教える工夫が書かれている。戦後になると創

作ダンスの指導に対する工夫が述べられていく。ダ

ンス担当時間別にみると，担当時間が多い方がダン

スの工夫をしている傾向があった。

次いて‘‘,22％が「常に全てが研究てあった」と述

べている。例えば40期（昭和19年 3月）卒の代谷藤

子は「指導法は毎年，毎年の研究て‘，何年頃とは言

えない。絶えず勉強を積んているが，良かったとい

うことは未だにない。」と述べている。体育教師年数

別にみると年数が長いものにこの回答の多い傾向が

あった 10)0

他は少数ずつ様々な工夫がされている。戦後にな

るとグループ学習のことや，楽しい授業にといった

ことが述べられている。

(2) 生理時の体育授業の工夫
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図10 生理時の体育授業（％）

（私立東京女子体操音楽学校卒業生への 1993年11月の調査による）
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明治36年の高等女学校教授要目て‘「生徒身体の定

期的異状あるに際しては，体操を休止せしむべし」

と示されて以来，生理時には体操科の授業は休ませ

る事になっていた。今HO)ような，吸水性，防水性

のある快適な生理用品を使用て‘‘きるようになったの

は，昭和36年に「40年間お待たせしました」という

キャチフレーズとともに登場した「アンネナプキン」

以後の事て‘ある 11)。それ以前は各自て‘‘脱脂綿を当てて

いたが，性能は良くなかったのてある。生理時に体

操科を休むということは，身体的な問題に加え生理

用品の事情もあったのてある。

この問に対する回答が少なく，傾向を捉えるにも

不適切の謗りは免れない。図10に示すように19％が

「休ませる，見学させる」， 16％が「自由に，本人に

任す」， 35％が「重いときは見学させた」と約七割が

はば休ませる方向てある。「例外を除いて平常通り」

と書いた14％の者は休ませない方向て｀ある。具体的

に，「生理帯のデザインを工夫した」，「脱脂綿を普通

の倍にした」と，各ー名が書いている。「特別工夫し

ない」には当然休ませるからという意味が含まれて

いる。卒業年別にみると「休ませる，見学させる」

は次第に減少する傾向を示している。

(3) 嬉しかった時

図11に示したように47％の者が嬉しかった事を授

業の中に見いだしている。「授業て‘‘生き生きとした生

徒を見たとき」等が24%, 「授業て‘‘目標を達成て‘きた

時」等が13%，さらに，少数てはあるが，「授業て‘‘ダ

ンスが完成したとき」，「虚弱者，身障者も参加した

授業」，「授業の施設・設備の完成」等が見られる。

35期（昭和 5年 3月）卒の伊澤やゑ子は「生徒が自

分の教えている種目を生き生きとして行っているの

を見る時が最も嬉しい時て‘‘す。」と書いている。

30％が「生徒や卒業生との触れ合い」に関する事

を挙げている。卒業年別にみると，戦前II期 (2-

6年）以降の割合が高い。他教科の教師との比較を

せねば断定て‘‘きないが，身体活動による体育という

教科が人間の触れ合いから成り立つからてあろう。

48期（昭和18年 3月）卒の桑原セヱは「子ども逹と

肌と肌の触れ合いを大切にしていた。何ても話し合

える場を授業の合間に持ち，生活面等てもアドバイ

Iクロス集計1集計珀目 42)娘しかった時

護肥 36) （SA) 
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図11 嬉しかった時（％・複数回答）

（私立東京女子体操音楽学校卒業生への 1993年11月の調査による）
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7
4
2
2
7
2
 

n
↓

8

1

1

1

4

 

スしてやれたこと。」と書いている。卒業生の殆どが

教職を退いた現在，卒業生との集いに幸せを感じて

いる。 45期（昭利15年 3月）卒の田中英子は「教師

冥利につきる事は本当に未だに沢山あり私の生き甲

斐の様な気がします。一昨年も古希を祝って還暦の

生徒が奥飛騨の温泉て‘‘85人も集まって楽しい三日間

て‘‘した。」と書いている。

「運動会てのダンスの成功」が 9%, 「運動会の成

功」が 7％あり，合わせて16％が運動会の事を書い

ている。さらに， 14％が「試合て‘‘優勝した事」， 13%

が「よい生徒，先生に恵まれた事」を挙げている。

体育教師年数別にみると，「生徒や卒業生との触れ

合い」が次第に増える傾向にある。

女子体育教師の第一の仕事は体育の授業て‘‘ある。

授業の中に嬉しかった時があることはそれぞれが懸

命に授業をしてきた結果とみることがてきよう。様々

な嬉しい事があるのて＼途中て‘‘辞めずに長期にわた

って体育教師を勤める事がてきたのてあろう。さら

に，教職を退いた現在も，教え子との触れ合いを大

切にしている幸せな姿があるのて‘‘ある。

(4) つらかった時

女子体育教師は二重の差別，即ち，女性差別と体

育教師に対する差別を受けてきたと思われるから，

当然，つらかったと大部分が答えると予測していた。

ところが回答を読んて‘‘それは覆された。図12に示し

たように，つらかったことを尋ねているにもかかわ

らず， 18％が「つらいことはなかった」， 7 ％は「嬉

しいことのみ」等と答え，計25％はつらいことはな

かったということになる。例えば34期（昭和 4年 3

月）卒の河村閑江は「自分の在籍中は全力て‘‘相勤め

ました。夢中て‘‘した。それは，後の喜びに変わりま

した。」と書いているし， 39期（昭和 9年 3月）卒の

立石綾子は「学校の環境もよく，生徒は優秀，家庭

もまずまず（母親が子供の面倒を見てくれたのて‘‘)，

同僚（教師）との交友関係もよく，『つらかった』と

いう思い出は全くありません。」と述べている。先に

述べたように，音体の卒業生は体育教師を最後まて‘‘

勤めたものが多いことに，つらいこともなく恵まれ

た教師生活を送ったものが多いことが関与している

のてあろう。

つらかったことを書いた中て‘‘,13％の者が書いた

二つの答がある。一方は予想の通り，女子てあるか

ら生じたつらさ，特に出産後や妊娠時の体育指導の

つらさてある。 49期（昭和19年 3月）卒の澤田綾子

は「妊娠した時は辛かった。出産 7週目て‘‘出勤。今

の様に育児休暇等なかったため，体育教師は結婚し

たら無理かと思った。」と述べている。他方は体育教

師て‘‘あることから生じる身体上のつらさてある。 38

期（昭和 8年 3月卒）の梅原たひは「運動設備のな

い学校ては，冬の寒さの中，運動場て‘‘震えながら授

業をした事など息い出します。」と書いている。さら

に，身体上以外のつらさもあるのてある。 11％が書

いているのが長期休暇や土日の出勤て‘ある。課外運

動部の指導や，試合の引率て‘‘ある。 48期（昭和18年

3月）卒の香山田鶴子は「運動部の顧問をすると土，

日もなく帰りも午後 8時頃になるため，子供の成長

期は大変て‘‘したし，子供がかわいそうて‘‘した。」と書

いている。その他，戦争中の指導，施設・設備の事，

人間関係の事，体育の地位の低さなどがつらい事て‘‘

あった。
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図13 苦労した事(%)

（私立東京女子体操音楽学校卒業生への 1993年11月の謂査による）

過ぎ去ったつらさは忘れ，良い思い出だけが残っ

ている人もあるかもしれない。また，一方てはつら

いことを現在て‘‘も思い出す人もあるのてある。教師

は他の職業に比べ女性に早くから門戸が開かれ，先

人の努力によって女子にとって働き易い職業となっ

てきたが，女子てあること，体育教師てあることか

ら生じたつらさはあったのて‘‘ある。

(5) 苦労したこと

「つらかった時」と同じ様な質問て‘‘あったかもし

れない。この質間の回答も，「つらかった時」の回答

と同様，予想が覆された。 15％が「楽しいことばか

り」， 15％が「苦労はない」と書いており，約三分の

ーが苦労しなかったことになる。図13に示したよう

に，「楽しいことばかり」は昭和戦前 I期(2-6年）

卒は42％もあり，その後減の傾向にある。図14に示

したように，「つらかった時」の質問て‘‘,「嬉しいこ

とのみ」，「つらいことはなかった」と書いた者のう

ち，苦労はないのは半数て‘‘ある。 33期（昭和 3年 3

月）卒の黒住静子は「苦労は無かった。一生懸命や

り生徒がついて来てくれる喜びのみだった。」と書き，

34期（昭和 4年 3月）卒の竹田シエも「苦労はあり

ませんて‘した。スキー，スケート，水泳，何てもや

って来られて索晴らしい人生だった」と書いている。

45％が書いているのが授業ての苦労て‘‘ある。最も

多いのが21％の「教えてもて‘‘きない」などてある，

次いて‘‘「施設。設備の貧困」，「保健の授業」，「ダン

ス指導」，「スポーツ指導」と続く。

その他，「自分自身の教養，身だしなみ」 (9人），

「妊娠時，出産後，家庭の時間がないこと」 (5人），

「男子教師との関係」 (3人），「クラブ指導」 (2人）

などが挙げられた。

前述のうれしかった時と同様，授業の中に苦労が

1クロス集計1集計項H
分類項目 43) 
つらかった時
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図14 つらかった時別にみた苦労した事(%)

（私立東京女子体操音楽学校卒業生への 1993年II月の調査による）
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図15 世間の人々は女子体育教師をどのように評価していたと思うか（％）

（私立東京女子体操音楽学校卒業生への 1993年11月の調査による）
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図16 世間の人々は女子体育教師をどのように評価していたと思うか（％）

（自分自身の女子体育教師の評価別）

（私立東京女子体操音楽学校卒業生への 1993年 11月の調査による）

あった者が多かった。苦労したからこそ，嬉しかっ

た時もあったということになろう。

4. 女子体育教師に対する評価について

ここも，前項と同様， 自由記述て‘‘求めた回答をカ

テゴリー化し傾向を捉え，自由記述例を挙げながら

述べる。

(1) 世間の人々は女子体育教師をどのように評価し

てし、たと思、うか

世間の人々は女子体育教師をどのように評価して

いたと息うかを尋ねた。尊敬，熱心などの「高い評

価」が25%, 「憧れ，人気」等が 8％と合わせて33%

が高い評価て‘‘ある。一方「低い評価」も 33％て‘‘あり，

評価は分かれた。 37期（昭和 7年 3月）卒の高橋八

重は「少なくとも専門家として（音楽指導も含めて）

尊敬されたと思う。（中略）中等教員そのものが中流

以上の存在て‘‘あった。」と書いている。それに対して，

33期（昭和 3年 3月）卒の川嶋勲は「一般教科教師

より学力が低いように思われていたのて‘，何時も他

の教師に負けまいと心構えていました。」と書いてい

る。他に，「男まさり，粗雑」，「他科と同じ」などが

あり，「考えたことない，感じたことない」の11%,

「わからない，聞いたことない」の10％があった。

したがって，同じ頃同じ職業にあっても感じ方が様々

てあることがわかる。

図15に示したように卒業年別にみると，「高い評価」

は昭和戦前 I期 (2-6年）以降増加する傾向にあ

るが，「低い評価」も増加している 12)0

図16は自分自身の評価と世間の評価との関係て‘‘あ

る。次の項て‘‘述べる自分自身の女子体育教師の評価

て□「高い評価」をしている者の29％が世間の方も「高

い評価」としているが， 43％は世間は「低い評価」

としている。 したがって，自分は高く評価していた

者のほぼ半数は，祉間て‘‘は低く評価していると考え

ていたのてある。
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図17 自分自身の女子体育教師の評価（％）

（私立東京女子体操音楽学校卒業生への 1993年11月の調査による）

(2) 自分自身は女子体育教師をどのように評価して

し、たか

「あなた自身は女子体育教師をどのように評価し

ていましたか」という質問に対して，図17に示した

ように39％が誇り， 自信，誠実等の表現て‘‘「高い評

価」を書いている。例えば38期（昭和 8年 3月）卒

の山カヨは「誇りに思い藤村先生の教えに報いる様

一生懸命楽しく勤めました。」と書き， 41期（昭禾011

年 3月）卒の井出まさ枝は「満足した日々を過こ‘さ

せて項きました。女子の職業としては最高と自負い

たしております。」と書いている。

18％程度を除いて，他の記述も表現の仕方には違

いがあるが，高く評価しているものて‘‘ある。それら

は， 34期（昭和 4年 3月）卒の宮城ちよが述べた「女

生徒の体育は女子体育教師が適当だと思いました。

生徒と女教師は手を取り合い，心がぴったり合って，

和気あいあいと指導出米た。」のように「女子体育に

は女子が必要」とするものが21%, 「生徒指導，相談

に重要」が 8%, 「健康，母体を作る面に価値」が 6

％などてある。それに対して，軽視，研究心不足等

の「低い評価」は15％に過ぎない。前項の「世間は

女子体育教師をどう評価していたと思うか」ては33

％が低く評価していたのて‘ヽ，憔間は低くみていると

思うが，自分自身は高く評価する者があるというこ

とになる。

卒業年別にみると，「低い評価」が次第に増加して

いる傾向にある。図18に示したように，世間の女子

体育教師に対する評価別にみると，泄間て‘‘は高いと

した者のうち， 6 ％のみが自分自身て‘‘は低いとして

いる。世間て‘‘は低いとした者のうち， 自分て‘‘も低い

としたのは29％て‘‘あり，約七割は自分自身て‘‘は高く

評価している。自分自身の評価の方が高くなってい

る。自分自身て‘‘誇りをもち，満足して女子体育教師

を勤めていた者が多い事が，苦難が多かったてあろ

う時代に長い間の勤続を可能にしたのて‘‘あろう。
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図18 自分自身の女子体育教師の評価（％）

（世間の人々は女子体育教師をどのように評価していたと思うか別）

（私立東京女子体操音楽学校卒業生への 1993年11月の調査による）
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IV まとめ

戦前のわが国の女子体育教師の教育について，私

立東京女子体操音楽学校の大正12年から昭和21年の

卒業生に対する調査結果から検討してきた結果，次

のことが明かとなった。

職業生活のほとんどを，主として中等学校を3,4校

転勤して体育教師として過こ‘している。5年以下て‘辞

めた者が21％あることが体育教師平均年数を下げた

ため，平均て‘‘は22.5年てあるが， 41年以上が17.4%

あった。 87％が教師生活の最後まて‘1本育教師を勤め

ており，他科へ移った者は少ない。体育（体操，体

錬，保健体育）のみを受け持ったのは四割程度，体

育と音楽を受け持ったことがある者も四割弱あり，

体育と音楽に加えて様々な他教科を教えたことがあ

る者もあった。卒業後も六割程度が母校の，八割程

度が母校以外の講習会や研修会て‘‘学んて‘‘おり，講習

の内容はダンスが最も多かった。教科主任を約半数

の者が勤め，四割程度が勤めた寮監，三割程度が勤

めた生徒指導主任は女子体育教師の特性から来るも

のてあろう。

八，九割の者が担当授業時間の「半分ぐらい」よ

り多い割合てダンスを教えている。昭和 2年から 6

年卒業生の体育教師初期には64％が担当授業の全て

がダンスて‘‘あり，戦中・戦直後は19％に下がってい

る。戦前には女子体育教師はダンスの先生て‘‘あると

みなされていたことが確認された。ダンス以外の種

目て‘‘は，徒手体操を多く担当している。

女子の体育指導は全て女子指導者があたるべきと

考えているのは15％のみて，過半数の者は女性らし

いダンス等は女子があたるべきと考えている。

戦前の勤務校の一校当たりの体育教師数は二人，

女子体育教師数は一人が最も多く，一人の割合は

76.7.％から61.2％へ次第に減少している。この教師

数が，女子教師はダンス，男子教師は体操，競技等

を担当する形を作った。前報 8)て報告したように，

この分業の形は望ましいものてはなく，男子教師に

対しても女子教師に対してもしばしば批判されるも

のてあったが，本調査の結果，女子体育教師はそれ

が良いと感じていたことが明かとなった。こうした

ことが，明治20年代末以降理想とされていた「女子

体育は女子の手て‘‘」を戦前においては定着させず，

「ダンス（行進遊戯）は女子の手て‘‘」を定着させて

しまった。 授業て‘‘のエ夫においても，ダンスのエ

夫を述べている者が多い。生理時にはほぼ七割の者

が1木ませたり，見学させた方向てある。休ませたり，

見学させたりした者は卒業年が古いほど多かった。

ほば半数が，生き生きとしている生徒を見た時，

目標を達成て‘‘きた時等の授業の中てのことを嬉しか

った時として挙げている。三分の一程度は生徒，卒

業生との触れあいを挙げている。予想に反して，っ

らかったことは全くないとの答が二割程度あった。

つらかったこととしては，女子て‘‘あることから生じ

る，出産後や妊娠時の体育指導が挙げられ，体育教

師ということから生じたことては，授業以外の勤務

の長さが家庭や育児との関係から述べられていた。

苦労したことはないというのが三割程度あった。半

数弱の者は授業て‘‘の苦労を挙げている。

世間の人々は女子体育教師を高く評価していたと

思う者と，低く評価していたと思う者がそれぞれ三

分の一ずつあり，評価が分かれた。八割程度の者は

自分自身ては女子体育教師を様々な表現て‘‘高く評価

しており，低い評価は15％程度のみてある。世間て‘‘

は低いと思っていると書いた者のうち七割は自分自

身ては高く評価している。

女子てあること，体育教師てあることから多くの

困難さを抱えていると思われる戦前の女子体育教師

自身は，あまり， そう感じることなく教育に専念し

ていたことが明かとなった。主としてダンス（行進

遊戯，唱歌遊戯）を担当し，女子1本育教師に誇りを

持ち，授業や生徒との触れ合いの中に，嬉しいこと

も多くあったことが，途中て‘‘他の教科に移ることな

しに，長期にわたり女子体育教師をやり遂げさせた

と思われる。

本研究により女子体育教師自身からみた教育の実

際を明かにする事がてきだ。紙輻の都合て‘ヽ，報告す

ることが出来なかった自由記述等は次の機会に報告

したし ‘o
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附記 本研究は平成五年度，平成六年度文部省科学

研究費補助金（一般研究C) による研究の一部て‘‘あ

る。自由記述を含めての研究の全体は別途報告書を

作成した。

最後になりましたが，今回の調査に快く応じて下

さいました卒業生の皆様に厚く御礼申し上げます。

注

1)創設後半年は私立東京女子体操学校て‘‘あったが，

これも音体に加える。昭和19年 3月には東京女子

体育専門学校となり，昭和22年 3月に体専 1期生

が卒業する。音体の卒業生数は東京女子体育大学

所蔵の卒業者名簿によると， 1601名てある。

2) 回答可能者とは，本研究者等が1990（平成 2)

年に本学女子体育研究所て‘‘行った調査「本学卒業

生の意識及び動態に関する調査」に回答を寄せて

下さった者とした。この調査は住所の判明してい

る生存している全卒業生を対象とし，全1本ての回

答率は53.4％て‘‘あったが，音体卒の回答は292名て‘‘

あった。今回はそれに 2名を加えた。今回の調査

の調査時の回答者の年齢は88歳から65歳て‘‘ある。

3)大正期 (12年から 15年，学校体操教授要Hによ

る期），昭和戦前 I期(2年から 6年，一次改正要

目期），昭和戦前II期 (7年から 11年，同前），昭

和戦前III期(12年から 16年，二次改正要目期），昭

和戦中，戦直後 (17年から21年，二次改正要目，

体錬科教授要目期）の五期に分けた。

4)掛水通子，「女子体育教員養成機関卒業生の職歴

に関する研究(1)一私立東京女子体操音楽学校，東

京女子体育専門学校，東京女子体育短期大学，東

京女子体育大学1920-84年卒業生への調査か

らー」，東京女子体育大学紀要，第28号， 1993年．

pp.1-10. 

5) 「『時局と体育』を語る座談会（一）」，女子と子

供の体育， 3巻1号， 1937年． p.33.

6) 卒業年別と体育教師初期の頃のダンスの担当割

合いはカイ自乗検定の結果 5％水準て‘有意てあっ

た。

7)「体育運動審議会概況」，体育と競技， 9巻 8号，

1930年． pp.103-6. 

8)掛水通子，「昭和旧制度期における『女子体育は

女子の手て』に関する研究」，東京女子体育大学紀

要，第29号， 1994年． pp.1 -8. 

9)永田進，「師範学校中学校高等女学校体操科教授

担当教員の資格に関する考察(-) （中等諸学校体

操科教員調査第一報）」，体育研究， 5巻 5号， 1938

年． pp.58-105.

10)体育教師年数別と教え方の工夫はカイ自乗検定

の結果 1％水準て‘‘有意て‘あった。

11)小野清美、アンネナプキンの社会史、宝島社、

1992年． p116

12)卒業年別と槻間の女子体育教師の評価はカイ自

乗検定の結果 5％水準て有意てあった。


